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1．はじめに
　キュルテぺ遺跡（Kültepe）は中央アナトリア南東
部、カイセリ市に含まれるカイセリ盆地の北東部に位
置し、主には前期青銅器時代（BC 3000 年頃）から
ローマ時代（AD100 年頃）にかけて、中央アナトリ
アと北メソポタミア間の交易の中心となる主要都市と
して、長期間にわたり機能してきた。
　気候変動など大局的な自然環境の変化や、火山の噴
火活動といった突発的な環境変動が人類の文化活動に
与えた影響については、古くからその関係性が報告さ
れてきている（安田 1993; 小泉 2007; 前野ほか 2009; 
藤井 2012）。しかしながら、地域レベルの空間スケー
ルにおいて、数百年から数千年程度では大きく変化し
ない、あるいは緩やかにのみ変化するような自然環境
条件により規定される人間活動について、地理空間的
な観点から明示された事例はこれまでにあまり多くな

い（Wilkinson and Rayne 2010）。キュルテぺ遺跡
の立地するカイセリ県においても、活動的な火山や地
震断層は分布するものの、そうした外的要因による環
境変動のみならず、場の条件としての地理的な自然環
境が人間活動にどのように影響を及ぼしてきたかにつ
いて、充分に示されているとは言えない。
　そこで、キュルテぺにおける交易の活発化や、都市
としての巨大化をもたらした自然環境的背景につい
て、カイセリ盆地を含むカイセリ平野の成り立ちか
ら、人間活動に対するその地質的・地形的制約条件を
明らかにすることは、キュルテぺのみならずそれを含
む中央アナトリア、およびその交易の主要な相手のひ
とつである北メソポタミア地域も含めた文化・社会・
経済活動を理解する上で、基礎的情報として有用であ
ると考えられる。本稿では、まずカイセリ盆地の自然
環境的背景を概観し、キュルテぺ遺跡の立地について
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との特徴を整理した上で、隣接する北メソポタミアの
主要地域との比較を通して、カイセリ盆地における地
形・水文的な制約条件を議論することを目的とする。

2．�カイセリ盆地の自然環境的背景と�
キュルテペ遺跡の立地

　現代のカイセリ市街地を含み南北に広がる平地は、
地殻変動の影響を強く受けて形成された盆地である

（図 1）。東アナトリア断層系の一部として位置づけら
れる中央アナトリア断層帯（central Anatolian fault 
zone: CAFZ）の北東部分と南西部分とを接続する構
造として、南北方向に伸びるトランステンション構造
をもつエルジエス・プルアパートベイスン（Erciyes 
pull-apart basin: EPB） と し て 発 達 し た（Aydin 
and Nur 1982; Koçyiğit and Erol 2001）。これは、
CAFZ のセグメントとして左横ずれ成分を示すエ
ジェミシュ断層群の活動をともなうものである。断層
セグメントはカイセリ付近で約 45〜50°程度に湾曲

して二重構造となっており、これにより中期鮮新世以
降、EPB と そ の 近 辺 に エ ル ジ エ ス 成 層 火 山 群

（Erciyes stratovolcano complex: ESVC）が形成さ
れた。EPB は幅約 35 km、長さ約 120 km のゆるやか
な三日月型を示す。EPB の東縁と西縁における断層
の累積変位量はそれぞれ 1,225 m と 720 m と見積も
られており、盆地の発達は非対称であったことが示さ
れている（Koçyiğit and Erol 2001）。ESVC は EPB
の中央部で北部と南部を区切るバリアを形成してお
り、このバリアのため EPB は北部のカイセリ盆地と
南部のスルタンサズル盆地に分断されている。南部の
スルタンサズル盆地には、大規模な湿地帯であるスル
タンサズル湖が形成されているが（Erol 1999）、近年
の過度な水利用により乾燥化やそれにともなう塩害も
広がっている。ESVC を構成する主要な成層火山は
エルジエス山（標高 3,917 m）であり、その周辺にも
多数の溶岩ドームが分布する。ESVC の火山活動は
更新世または完新世初期まで少なくとも活発に継続し
ており、将来的にも溶岩ドームを形成するような噴火

図 1　�カイセリ地域の概観。概略図は地理院地図、背景の地形陰影図は MERIT DEM による。濃色域（青）は水域、細点線
（黒）は主要道路（ESRI による）、細実線（赤）は活断層（GEM Global Active Fault Database による）、太点線
（灰）は各種地形区分領域（EPB、カイセリ盆地、ESVC）をそれぞれ示す。CAFZ：中央アナトリア断層帯、EPB：
エルジエス・プルアパートベイスン、ESVC：エルジエス成層火山群。
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活動が生じる可能性も示唆されている（Şen et al. 
2003; Males and Gottsmann 2021）。一方、EPB の
形成も、更新世から完新世初期にかけての盆地内の堆
積物にみられる断層や、隆起にともなう段丘の形成か
ら示されるように継続していると考えられ、現代にお
いて地震も多発している。カイセリ盆地の近辺で観察
される断層の複数のストランド（線状構造）は、鮮新
世において主に活動した正断層のグループである一
方、後期更新世のエルジエス山からのプリニアン軽石
降 下 堆 積 物 で あ る Gesi Bagpnar（GBP, 0.11-
0.14 Ma; Şen et al. 2003）の変形が認められる箇所も
あり、そのオフセット量から推定される後期更新世に
生 じ た す べ り 速 度 は 0.3〜0.4 mm/y に も な る

（Okumura et al. 2016）。また、沖積錐にみられる正
断層の変位とそれを覆う未固結で新鮮な崖錐堆積物が
観察される場所もあり、第四紀後期の活動も示唆され
る。
　なお、エルジエス山を含む ESVC は、数百万年前
における先エルジエスの大規模な火山活動が終了した
後に形成されたものである。こうした先エルジエス期
の火山活動による大規模火砕流堆積物のうち、イン
ジェスイグニンブライト（溶結凝灰岩）層（Incesu 
Ignimbrite, 2.52 ±0.49 Ma; Aydar et al. 2012）はカ
イセリ盆地とその周辺の広範囲に及んでおり、カッパ
ドキア溶結凝灰岩層の一部をなすとともに、現代にも
建築材としての利用が行われている。一方、エルジエ
ス山は、ESVC のなかでも標高の高い単独峰として
目立った自然景観要素であり、地域のシンボル的存在
として、多数の遺跡を含む広範囲からの眺望を得てい

る（図 2）。また、山体東部は後期更新世に大規模な
山体崩壊を起こし、先エルジエスのカルデラ内の平坦
地に流れ山をともなう岩屑なだれ堆積物を残している

（Şen et al. 2003; Sarıkaya et al. 2009; Hayakawa 
et al. 2018）。
　EPB の北部を構成するカイセリ盆地は、周辺を山
地・丘陵地に囲まれており、盆地縁辺部には断層露頭
も多く観察され、主要な断層崖に区切られた台地が分
布する。一方、幅約 8 km、長さ約 30 km の範囲とな
る盆地内部には平坦な土地が広がり、総じてジオ多様
性（Geodiversity）に富む。ジオ多様性とは、生物
多様性（Biodiversity）が生物の多様性を示すのに対
し、地形、地質、土壌など非生物事象の多様性を示
す。たとえば、カイセリ盆地から北西の山地を超えた
ところには、アナトリア半島における主要河川の一つ
であるクズルウルマック川が西流し、深い河谷を形成
している。また、クズルウルマック川に沿った谷底に
は、複数の河成段丘も観察される（Doğan 2011）。
一方、カイセリ盆地周辺の山地・丘陵地からはワジを
含む複数の小河川が流れ込み、盆地の縁辺には扇状地
が形成されている（図 3）。キュルテぺ遺跡は北東か
ら盆地に流入する主要河川により形成された大きな扇
状地の末端付近に位置しており、その扇端から先の下
流直下には湿地帯が存在する。この湿地帯は小規模な
ものであるが、EPB 南部にある大規模なスルタンサ
ズル湖と同様に、盆地内部の平坦地における堆積環境
が、侵食傾向ではなく、堆積物が蓄積される傾向にあ
ることを示すと同時に、扇状地末端に位置するキュル
テぺ周辺での地下水の利用可能性の高さを示唆する。

図 2　カイセリ盆地内のキュルテぺと遠方に位置するエルジエス山。キュルテペの北東から南西を望む（2015 年 8 月撮影）。
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一方、扇頂から扇央にかけての地表は一般に透水性が
高く、水はけが良いため、そうした土壌水分条件に適
した農作物であれば耕作可能であるが、より水分を要
する農作物であれば扇端から下流の平坦地が好まれる
であろう。ただし、カイセリ盆地においては扇状地よ
り下流は湿地帯となる領域も多く、そうした農作物に
適した領域は比較的限定されていたかもしれない。い
ずれにせよ、こうした火山活動、地殻変動、河川作用
などにより形作られたカイセリ盆地とその周辺域に
は、特徴的な地形・地質が景観要素として含まれ、分
布する遺跡の立地とも空間的な相互関係があることが
見込まれる。
　盆地内の小河川は緩やかであり、現在は人工的な水
路により主な水流は集配されているが、過去の自然な
河川網は、その形状が畑の境界線やそれに沿った道路
の形状に反映されている。また、微地形計測を行う
と、現在は流水がみられない地表の窪みにも水系の接
続性があることが観察され、古流路の痕跡が少なから
ず残存しているものと考えられる（図 4a）。実際に、
キュルテペ遺跡南東部におけるトレンチ調査において
は、地表における微細な窪地に相当する箇所を掘削
し、地表から 4〜5 m の深さをもつ泥質堆積物の下に
当時の河川堆積物（砂層）と橋の遺構などが発見され
た（図 4b）。このことは、キュルテペ遺跡の時代には
その周辺の小河川は相応の流量をもち、活発な水利用
が行われていた可能性を支持している。一方、それら

の遺構を被覆する数 m におよぶ泥質堆積物の存在か
らは、キュルテペ遺跡周辺における堆積環境に大きな
変化があった可能性も示唆される。たとえば、盆地内
のより下流域において、何らかの原因により河道閉塞
等が起こり、盆地内の堆積環境が変化した可能性があ
る。このような外的要因による盆地内の堆積環境の変
化に対し、低勾配の小河川は敏感に反応し、短期間内
に居住空間の環境を変化させた可能性があるが、その
ような盆地内における時空間的な地表環境の変動解明
については、より広範囲におけるボーリングコアデー
タの解析が待たれるであろう。

3．北メソポタミア地域との比較
　起伏に富むアナトリア高原に位置するカイセリ盆地
に対し、隣接する北メソポタミア地域は、より平坦な
ティグリス・ユーフラテス川水系の中流域に位置し、
河床勾配も概して低い。隣接しつつも異なる文化的特
徴を示す両地域において、それぞれの自然環境的背景
はどのようであっただろうか。ここで比較のために、
キュルテぺを含むカイセリ近辺および北メソポタミア
におけるテル・ブラク（Tell Brak）周辺に 100 km
四方の範囲をそれぞれ設定し（図 5a、それぞれ
KA、NM とする）、地形環境をいくつかの定量的指
標で算出する。なお、それぞれの範囲における現在の
年降水量（1979〜2013 年の平均値および最低・最大

図 3　�カイセリ盆地東縁部の景観（2014 年 8 月、カイセリ空港着陸前のトルコ航空機から撮影）。中央にキュルテぺが位置
し、盆地の縁辺部には複数の扇状地が形成されているのが観察される。
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図 4　�（a）キュルテぺ周辺域における UAV 計測（無人航空機を用いた SfM 写真測量）によるオルソ補正画像
と、微地形解析にもとづく水系網の分布（2015 年 10 月撮影）。（b）キュルテぺ南東部におけるトレンチ
調査により発見された遺構の状況（2010 年 8 月撮影）。
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値）は、カイセリ 370.0 mm（261〜590 mm）、北メ
ソポタミア 367.4 mm（224〜596 mm）と同程度であ
り（Chelsa Climate 2020）、気温や湿度などの大気
環境は異なるものの、降水の観点からは似た気候条件
であると言える。したがって、北メソポタミアを比較
対象とすることで、水資源の分布やその利用のあり方
が、隣接した地域においてもどれだけ異なり得るのか
を、水量が類似した条件下で、地形条件など他の要素
について比較検討することができる。
　ここで、地形データとして、全球的に展開され、フ
リーで利用可能な陸域のデジタル地形モデル（digital 
elevation models, DEM）のひとつである MERIT 
DEM（Yamazaki et al. 2017）、およびそれに基づき
抽 出 さ れ た 水 系 デ ー タ で あ る MERIT HYDRO

（Yamazaki et al. 2019）を用いる。水系解析により
得られた 1 km2 の集水域をもつ水系網を抽出した上で

（図 5b、c）、それぞれの地形量的な特徴を算出した。
　KA における標高は平均で 1,379.6 m であり、最低
932 m から最高 3,826 m までおよそ 2,900 m の差があ
る。これはアナトリア高原の中部に位置することから
全体的に標高が 1,000 m 以上の場所がほとんどである
ことに加え、エルジエス山といった比高の大きい山を
含む山地が存在し、全般的に大起伏であることによ
る。一方、NM における標高は平均で 387.2 m であ
り、最低 255 m から最高 878 m までの差はおよそ
600 m ほどしかない。NM の領域全体が低平地に存在
し、いくらかの丘陵地を除いて地表面が全般的になだ
らかであることによる。標高のヒストグラムでみて

図 5　�（a）カイセリおよび北メソポタミアそれぞれの比較対象地域。背景は MERIT DEM による地形陰影図、方形枠（赤）
は解析対象とした 100 km 四方の範囲をそれぞれ示す。（b）カイセリ、キュルテぺ周辺（KA）における地形陰影図と
水系網。（c）北メソポタミア、テル・ブラク周辺（NM）における地形陰影図と水系網。水系網の濃淡（色）は流域面
積（km2）を示す。
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も、NM は概ね 500 m 以下の標高がほとんどを占め
る（図 6a）。一方、大起伏な KA の標高は、1,000 m
以上の領域に、より大きなばらつきをもって分布する
が、うち 1,100 m 付近に大きなピークを示す（図
6a）。これは、カイセリ盆地を含む EPB が KA のう
ち多くの領域を占めていることを表している。また、
斜面勾配で比較すると、NM は 2°以下の領域が大部
分を占め、頻度分布も大きく偏るのに対し、KA は勾
配の値がより分散しており、2°以下の平坦地から
20°を超える急傾斜地まで、さまざまな斜面が広く存
在することが示されている（図 6b）。
　KA における水系網の総長は 1,425 km であり、水
系密度（単位面積あたりの水系網の総長）にすると
0.13 m/m2 であった。一方、NM における水系網の総
長は 1,418 km、水系密度は 0.12 m/m2 であり、KA
とほとんど同じ数値となった。しかしながら、水系網
の形態的特徴は 2 地域で大きく異なる（図 5b、c）。
流域面積に基づき水系網を上流域（〜100 km2）・中流
域（100〜5,000 km2）・下流域（5,000 km2〜）に大き
く区分すると、上流域の水系が KA では大部分を占
め、それらが急傾斜な斜面領域では同一方向に直列的
に並び、盆地の平坦地で中流域に接続しているのに対
し、NM では上流域の水系は多様な方向性をもち、
並列的に中流域の水系に接続し、また中流域の水系が
占める割合が大きい。KA のような急勾配で直列的な
水系では、一河川における上流から下流方向への流域
面積の増加は漸増的であるのに対し、NM のような
平坦地で並列的な水系では、同程度の流域面積をもつ
河川区間どうしが合流する点が多く存在するため、流
域面積は合流点で断続的に、かつ急激に増加してゆ
く。換言すれば、水系の相互接続性（connectivity）
は NM の方が高いとも言える。さらに、流量の大き
い下流域の水系は、KA では北西（クズルウルマック
川）と南東の部分に限られており、それらはカイセリ
盆地を含む EPB の領域外に位置するのに対し、NM

ではテル・ブラク遺跡のすぐ近くに位置し、NM の
主要部を流下する。すなわち、KA ではより急峻な地
形に制約され、盆地内の平坦地を除いて急勾配で下刻
が卓越する条件下で形成された水系網であるのに対
し、NM ではより平坦な土地において、蛇行による
側方侵食や洪水にともなう氾濫原堆積物の拡散が卓越
するような状況で、高い自由度をもって形成された水
系網の特徴を示している。
　同程度の降水量であれば、地質や地表の浸透性など
にも依存するが、概ね流域面積で河川の流量を比較す
ることが可能である。ある程度の流量が期待される
中・下流域の水系がカイセリ・北メソポタミアそれぞ
れの地域で異なる特徴を示しており、灌漑や水運など
の河川利用の様式もそれぞれ異なっていたことが考え
られる（Hritz 2010; Wilkinson and Rayne 2010）。
図 7 には KA、NM それぞれの地域における実際の河
川の様子を示す。いずれも中流域と区分した水系の実
例であるが、KA はカイセリ盆地内の現代の用水路、
NM は自然流路（ハブール川）であり、それぞれの
地点における流域面積も異なるため、直接的な比較は
難しい。しかし、その上で、NM にみられるような
幅の広い緩やかな河川区間は KA の盆地内にはほと
んどみられないことからも、中・下流域の水系が広い
範囲に卓越する NM に対して、KA における中・下
流域の水系が盆地内の平坦地においても限定的である
ことが、実際の景観にも反映されているものと考えら
れる。河川の水運利用という観点からみると、NM
においては比較的容易に船などを運航することが可能
である一方、KA においては流量の確保による水深の
保持や、急勾配区間の回避など、何らかの技術的な課
題がより多くあった可能性がある。すなわち、地形・
水文環境の相違から、両地域における水系を介した交
易ネットワークの形成過程やその様式、運航可搬量な
どは大きく異なっていたことが推測される。また、水
運に限らず、地形的制約の大小は遺跡立地の分布パ

図 6　標高（a）および斜面勾配（b）の KA、NM 各地域におけるヒストグラム。
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ターンの特徴にも影響を与える可能性がある。平坦地
が多く人の移動やそれにともなう道路の形成に関する
自由度が高い NM では、居住地の地理的選択にも自
由度が生まれ、形成と遺棄を繰り返すことで、その空
間分布は一定の広がりをもち得るのに対し、平坦地が
少なく河川や斜面が急勾配となる KA では、居住地
の地理的選択肢が少なく、一度形成されると、その場
所に固定された都市が巨大化するといった現象につな
がったという可能性もある。
　表 1 にカイセリと北メソポタミアにおける自然景観
的特徴の差異をまとめる。

4．まとめ
　本稿では、カイセリ盆地とその周辺域における自然
環境的背景からキュルテぺ遺跡の立地環境を位置付け
るとともに、同程度の降水量ながらもより平坦な地形
環境をもつ北メソポタミア地域との比較を行うこと
で、ジオ多様性に富むカイセリ地域における古代都市

の立地条件や水利用の可能性について概観した。遺跡
立地に関しては今後、地理的データを用いた定量的な
空間分析を行うことで、地形環境との対応を客観的に
評価してゆく必要があるであろう。また、カイセリ盆
地における水運などの水利用に関する可能性について
は、ボーリングコアデータなどに基づく、時代ごとの
時空間解像度を高めた古環境復元や、地表環境のより
詳細な評価から、定性的・定量的なアプローチで明ら
かにしてゆく必要がある。
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カイセリ（KA） 北メソポタミア（NM）
ジオ多様性 高い 低い
主な標高領域 ＞1,000 m ＜500 m
起伏 〜2,900 m 〜600 m
斜面勾配 平坦地から急傾斜地（＞20°）まで 主に＜2°の平坦地
水系密度 0.13 m/m2 0.12 m/m2

水系網の特徴 直列的 網羅的
水系の接続性 低い 高い
中・下流域の水系 少ない 多い
人間活動への地形的制約 大きい 小さい

表 1　カイセリ（KA）と北メソポタミア（NM）における自然景観的特徴の比較。

図 7　�KA、NM 両地域における河川の様子。（a）KA 北部、カイセリ盆地内における現代の用水路（2013 年 9 月撮影）。（b）
NM 西部、ハッサケ近郊におけるハブール川（2004 年 9 月撮影）。
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